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＜連絡事項＞
・お盆期間中の皮膚科診察について
◎東・北病棟→8/15（木）診察あり
◎西・南病棟→8/13（火）休診、次回8/20（火）診察

・感染対策委員会より、新型コロナウィルス感染症の感染者数が全国的に増加してきており、当法人スタッフでも感染報告が上がっています。手洗いやマスクなどの感染対策を徹底し、法人施設内への感染持ち込みの防止に努めてください。お盆期間に入りますが、日々の体調管理を行い、発熱など不調時には出勤前に所属部署管理者へ相談をお願いします。

＜入室状況＞
【転出】
・池田　康憲様～西病棟Bユニットへ転出となる。

【ユニット移動】
・大嶋　一喜様～東病棟Cユニット5号室→東病棟合併症室
・藤井　孝蔵様～東病棟合併室→東病棟Cユニット5号室

【退院】
・土井　健一様

＜患者様連絡事項＞
・大嶋　一喜様～覚醒不良あり東病棟合併症室へ移動となる。JCSⅡ-20、大声で呼びかけ揺さぶるとようやく開眼している。田名部Dr.診察にて点滴１本追加、膀胱留置カテーテル挿入指示あり。服薬困難時はスキップの口頭指示あり。食事

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中は自室にて過ごされ、自傷行為や不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～8:00～18:00の開放観察実施。開放中ホールにて書き物をして過ごされている。眼光鋭さや粗暴性、他者トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。11:00～間食までの開放観察実施。開放中ホールで過ごされている。頻回な来詰あるが、粗暴性や他者トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。全裸にて過ごしており、壁叩きなど不穏状態が続いている。声掛けへの疎通は不良。拒薬やロナセンテープ剥がし見られる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・古里　セキ様～身体拘束中。声掛けに反応あるがすぐに閉眼する。ケアに抵抗はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr.診察＞
・二部　奈乃華様～ロナセンテープは剥がし、服薬も拒否あるため、本日より６日間ハロペリドール筋注の指示。臨時薬はレキサルティ徐々に増薬し、8/5まで処方。

[bookmark: _GoBack]・横田　健様～不穏興奮軽減見られる為、ロナセンテープは中止の指示。

・夏堀　博実様～臨時薬同内容にて７日分継続処方。

・山本　幸夫様～ロナセンテープでの症状改善見られず、今後はリスパダールへ移行していく予定。

＜深澤Dr.診察＞
・藤井　崇史様～臨時薬同内容にて７日分処方。不穏時の継続指示薬シクレスト２０回分処方となる。１日２回使用可で、夜間不眠時として使用してもよいとのこと。措置解除について、家族の協力が得られないため、行政へ相談できないかＰＳＷと相談するよう指示あり。

・上野　揚子様～下肢の浮腫は持続、フロセミドは１錠から1.5錠へ増量し、臨時薬７日分処方。
	
・久保　渥男様～状態次第で西病棟への転出も許可。													
